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平成２７年度常総市財政健全化及び経営健全化審査意見について 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定

に基づき，審査に付された平成２７年度常総市財政健全化判断比率及び資金不足比率

について審査したので，次のとおり意見書を提出する。 
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第１　審査の対象

第２　審査の期間

平成28年8月3日から平成28年8月16日まで

第３　審査の概要

第４　審査の結果

１　健全化判断比率

（単位：％）

平成27年度
健全化判断比率

平成26年度
健全化判断比率

早期健全化基準

(1) 実 質 赤 字 比 率 ―                 ―                 12.75               

(2) 連結実質赤字比率 ―                 ―                 17.75               

(3) 実質公債費比率 9.9                   10.3                 25.0                 

(4) 将 来 負 担 比 率 91.0                 58.5                 350.0               

（注）実質赤字額及び連結実質赤字額がないため，「―」を記載した。

平成27年度常総市財政健全化審査意見書

平成27年度常総市一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに常総市水道事業
会計決算における健全化判断比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した
書類を審査の対象とした。

この財政健全化審査は，市長から提出された健全化判断比率及びその算定の
基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として
実施した。

審査に付された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書
類は，いずれも適正に作成されているものと認められる。

区 分
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２　審査意見

（１）実質赤字比率

（２）連結実質赤字比率

平成27年度の一般会計等の実質収支額は261,271千円の黒字で，実質赤字比率
は△1.70％（△は，黒字を意味している。以下同じ）となっており，良好な状
態にあると認められた。

平成27年度の一般会計等とそれ以外の特別会計及び公営企業会計の実質収支
額は1,019,327千円の黒字で，連結実質赤字比率は△6.64％となっており，良好
な状態にあると認められた。
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（３）実質公債費比率

（４）将来負担比率

実質公債費比率は9.9％（平成25年度から平成27年度までの3箇年の平均比
率）であり，早期健全化基準の25.0％を下回る水準となっている。

前年度の10.3％（平成24年度から平成26年度までの3箇年の平均比率）から
0.4ポイント減少した要因は，単年度実質公債費率でみると，平成24年度と平成
27年度を比較すると，1.0ポイント減少したことがあげられる。合併時の平成18
年度14.7％から毎年（平成25年度の微増は一部事務組合の地方債負担金）減少
傾向にある。

将来負担比率は91.0％であり，早期健全化基準の350.0％を下回る水準となっ
ている。

前年度の58.5％から32.5ポイント増加した主な要因は，充当特定財源等の都
市計画税が3,087,115千円減少し，財政調整基金を1,100,000千円繰り入れたこ
とがあげられる。それ以外は減少傾向にある。
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３　是正改善を要する事項

【参考】　健全化判断比率の算定式

一般会計等の実質赤字額

標準財政規模

連結実質赤字額

標準財政規模

※　充当可能財源等

＝充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債現在高に係る基準財政需要額算入額

特に指摘すべき事項はないが，前年度同様，健全化判断比率は法令の定める
早期健全化基準を下回っており，その限りでは良好な状態にあるといえる。将
来負担比率は，都市計画税の廃止及び水害による財政調整基金の取り崩しの分
で増加しているが，それを除いた部分は，実質公債費比率とともに減少傾向に
ある。しかし，実質赤字比率及び連結実質赤字比率は平成24年度から上昇傾向
にある。特別会計等の純決算収支は，介護サービス事業特別会計以外は赤字に
なっており，今後も一般会計の繰入金に頼らざるを得ない状況にある。した
がって，常総市の財政を取り巻く環境は，依然厳しい状態にある。

今後とも，健全化判断比率における現在の状況を保つためにも，これらの健
全化判断基準には表れない経常収支比率の数値等も十分考慮したうえで，健全
な財政運営，財政構造の弾力性の向上に努められたい。
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第１　審査の対象

第２　審査の期間

平成28年8月3日から平成28年8月16日まで

第３　審査の概要

第４　審査の結果

１　資金不足比率

（単位：％）

平成27年度
資金不足比率

平成26年度
資金不足比率

経営健全化基準

(1) 水 道 事 業 会 計 ―             ―             20.00           

(2) 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ―             ―             20.00           

(3) 大生郷特定公共下水道事業特別会計 ―             ―             20.00           

(4) 農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 ―             ―             20.00           

（注）資金不足額がないため，「―」を記載した。

平成27年度常総市経営健全化審査意見書

平成27年度常総市水道事業会計，常総市公共下水道事業特別会計，常総市大
生郷特定公共下水道事業特別会計及び常総市農業集落排水事業特別会計の歳入
歳出決算における資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書
類を審査の対象とした。

この経営健全化審査は，市長から提出された資金不足比率及びその算定の基
礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実
施した。

審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
は，いずれも適正に作成されているものと認められる。

区 分
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２　審査意見

（１）水道事業会計

（２）公共下水道事業特別会計

　平成27年度において，損益計算書では189,885千円の純損失を計上している。
資金不足額はなく，資金剰余額は465,892千円で，良好な状態であると認めら

れた。しかし，前年度は減少したが，水害による特別損失の影響により増加し
た。

平成27年度の資金不足額はなく，資金剰余額は23,288千円で，良好な状態で
あると認められた。
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（３）大生郷特定公共下水道事業特別会計

（４）農業集落排水事業特別会計

平成27年度の資金不足額はなく，資金剰余額は2,846千円で，良好な状態であ
ると認められた。しかし，毎年基金より繰り入れしてきたが，本年度で基金は
枯渇し，初めて一般会計から繰り入れした。今後も，一般会計からの繰り入れ
に頼らざるを得ない状況にある。

平成27年度の資金不足額はなく，資金剰余額は57,255千円で，良好な状態で
あると認められた。本年度は未収入特定財源47,412千円（災害関連の国県支出
金及び地方債の繰越分）により黒字が増大している。それを除くと，9,843千円
で例年どおりの10,000千円未満の黒字である。
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３　是正改善を要する事項

特に指摘すべき事項はないが，前年度同様，資金不足額がないため，資金不
足比率はマイナスであり，その限りでは良好な状態にあるといえる。しかし，
水道事業会計においては，供給単価より給水原価が高くなっており，この損失
を解消するのが課題である。公共下水道事業特別会計は，ここ数年400,000千円
前後の一般会計からの繰入金で推移してきたが，本年度は474,225千円で平成28
年度予算ベースでは538,515千円となっている。大生郷特定公共下水道事業特別
会計も第4の2の（3）で述べたとおり一般会計に頼らざるを得なくなっており，
農業集落排水事業も180,000千円前後の繰入金での黒字となっている。
総務省が推進する公営企業会計の適用も視野に入れ，決算当初には表れない

繰入金等を含まない純決算収支額の数値を十分考慮したうえで，経営の健全化
に努められたい。
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